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警
察
官
や
自
衛
官
な
ど
著
し
く

危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
さ
れ

た
方
を
対
象
と
し
た
第
23
回
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
に
お
い
て
、
西

田
悦
三
氏
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

10
月
15
日
、
県
民
交
流
プ
ラ
ザ

和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
に
お
い
て
和
歌

山
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
３
名
の
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

寺
中
氏
は
平
成
７
年
か
ら
、
ま

た
田
渕
氏
、
東
氏
は
平
成
10
年
か

ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
務
め

ら
れ
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し

て
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
長
年
に

わ
た
る
ご
貢
献
に
感
謝
申
し
上
げ

10
月
28
日
、
ガ
ー
ナ
、
ナ
ミ
ビ

ア
、
ラ
オ
ス
な
ど
５
か
国
７
人
の

母
子
保
健
関
係
者
が
本
町
を
訪

れ
、
母
子
保
健
の
活
動
を
学
ば
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
公
益
財
団
法
人
ジ
ョ

イ
セ
フ
が
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
委
託
に

よ
り
、
開
発
途
上
国
の
母
子
保
健

関
係
者
に
日
本
の
母
子
保
健
分
野

の
経
験
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
妊

産
婦
の
健
康
改
善
に
つ
な
げ
て
も

さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
39
年
４
月
和
歌
山

県
警
に
奉
職
、
和
歌
山
西
警
察
署

を
は
じ
め
県
警
本
部
、
和
歌
山
東

警
察
署
な
ど
に
勤
務
。
平
成
16
年

３
月
海
南
警
察
署
を
最
後
に
退
職

（
警
部
）
さ
れ
る
ま
で
40
年
間
、

主
に
刑
事
畑
を
歩
か
れ
、
地
域
の

安
全
と
治
安
の
維
持
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
受
章
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

る
と
と
も
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
、
今
後
も
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

ら
お
う
と
実
施
し
た
も
の
で
す
。

午
前
９
時
、
研
修
員
の
皆
さ
ん

が
役
場
本
庁
へ
町
長
を
表
敬
訪

問
。
寺
本
町
長
が
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
、
研
修
員
か
ら
は
日
本
語
で

の
自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
第
１
保
育
所
内
）
の
「
コ

ア
ラ
教
室
」
や
野
上
中
学
校
で
の

１
年
生
の
思
春
期
教
育
授
業
を
見

学
し
、
最
後
に
総
合
福
祉
セ
ン

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
　
　
西
田 

悦
三 

氏
に
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑞
宝
双
光
章

『 第 6６ 回　 人権週間 』１２月４日～１０日
みんなで築こう　人権の世紀

～　考えよう相手の気持ち　育てよう思いやりの心　～　
■　特設人権相談

人権擁護委員が無料で相談をお受けし、秘密は厳守されます。
電話でもお受けいたしますので、お気軽にご相談ください。
日　時 平成26年12月4日（木）10時30分から15時
場　所 ○紀美野町中央公民館 控室 ℡ ４８９－５９２０

○地域資源総合開発センター ２F （美里支所隣）
　　　　　　　　　　　　  ℡ ４９５－３４６３

紀美野町には，東芝學委員（小畑）・上段順弘委員（蓑垣内）
中前和子委員（安井）・南條俊樹委員（毛原宮）・川嶋早苗委員（下

佐々）・村畠康秀委員（奥佐々）の６名の人権擁護委員がおります。
■　電話による人権相談窓口

困りごと、心配ごとでお悩みの方は，人権擁護委員若しくは、
下記の人権相談窓口までお気軽にご相談ください。相談は無料
で、秘密は厳守されます。
・子どもの人権110番：0120-007-110　　　
・女性の人権ホットライン：0570-070-810
・みんなの人権110番：0570-003-110　
・面談による相談窓口
（和歌山地方法務局人権擁護課）

【 問い合わせ 】住民課　☎　489-5903(直通)

月曜日～金曜日
（12月29日～1月3日・

休日を除く）
8時30分～17時15分｝

平
成
26
年
度　
和
歌
山
県
社
会
福
祉
功
労

和
歌
山
県
知
事
感
謝
状　
　
　
　
寺
中
シ
ゲ
ミ 

氏（
動　
木
）

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰　
田
渕　
晴
民 

氏（
下
佐
々
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東　
　
佳
代 

氏（
福　
田
）

５
か
国
か
ら

　
『
妊
産
婦
の
健
康
改
善
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』

視
察
団　
来
町
!!　
　

母
子
保
健
活
動
を
視
察

タ
ー
で
母
子
保
健
推
進
員
の
活
動

報
告
と
行
政
報
告
が
あ
り
、
研
修

員
と
の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

西田悦三氏（70）
（下佐々）

歓迎の言葉を述べる寺本町長

写真：表彰式会場にて　
　　　左から寺中さん、田渕さん、東さん

野上第１保育所にて
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五
色
台
聖
苑
総
合
整
備
事
業

聖
苑
増
築
工
事
が
完
成
!!

五
色
台
広
域
施
設
組
合

富
有
柿
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
昭
島
市
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
・
ビ
ッ
ク
昭
島
店
に
て

海
南
市
、
紀
の
川
市
、
紀
美
野

町
の
２
市
１
町
で
構
成
す
る
五
色

台
広
域
施
設
組
合
で
、
五
色
台
聖

苑
総
合
整
備
事
業
聖
苑
増
築
工
事

が
完
成
し
、
10
月
27
日
、
管
理
者

の
寺
本
光
嘉
町
長
を
は
じ
め
、
副

管
理
者
の
神
出
政
巳
海
南
市
長
と

中
村
愼
司
紀
の
川
市
長
、
組
合
議

員
、
地
元
区
長
、
工
事
関
係
者
ら

65
人
が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

神
事
の
後
、
管
理
者
の
寺
本
町

長
が
、「
２
市
１
町
の
生
活
環
境

の
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
重
要
な
懸

案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
聖
苑
増
築

工
事
が
、
よ
う
や
く
本
日
こ
こ
に

竣
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
元
地
域
の
皆
様
や
、
地
権
者
を

は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
方
々
に

深
い
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
、
こ
こ
に

厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
副
管
理
者
の
小

川
裕
康
紀
美
野
町
副
町
長

が
増
築
工
事
の
経
過
報
告

を
行
い
、
同
組
合
議
会
の

川
崎
一
樹
議
長
（
海
南
市

12月10日から16日までは、　　　　　　　　
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

　北朝鮮は日本人拉致を認めており、現在、日本政府は17名の日
本人を北朝鮮による拉致被害者と認定するとともに、毎年12月10
日から16日までの１週間を「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」とし
ています。
　拉致問題を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問題は、社会
を挙げて取り組むべき課題であることから、警察としましても政
府と緊密に連携の上、拉致の可能性を排除できない事案の捜査・
調査等を推進しておりますので、皆様のご理解とご協力をお願い
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県警察

議
会
議
員
）、和
歌
山
県
知
事
（
代

理　

幸
前
裕
之
海
草
振
興
局
長
）、

小
椋
孝
一
紀
美
野
町
議
会
議
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
に
関
係
者
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
施
設
は
、
鉄
骨
造
一

部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

て
、
延
床
面
積
２
，
３
４
４
・
95

㎡
。葬
祭
棟（
式
場
、法
要
室
な
ど
）

と
火
葬
棟
（
火
葬
炉
や
霊
安
室
な

ど
）
か
ら
な
り
、
11
月
１
日
か
ら

供
用
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
事

業
費
は
８
億
７
，
０
９
１
万
２
千

円
。■施設概要

　（カッコ内は施設全体の数）
新葬祭棟
①式場　　　２ヶ所（３ヶ所）
②式場ロビー２ヶ所（３ヶ所）
③法要室　　２室　（４室）
④僧侶控室　２室　（３室）
⑤遺族控室　２室　（３室）

新火葬棟
① 火葬炉　　３基  （９基）
② 告別ホール１ヶ所（３ヶ所）
③ 炉前ホール１ヶ所（２ヶ所）
④ 収骨室　　２室  （５ヶ所）
⑤ 納棺室　　１室
⑥ 霊安室　　３基  （５基）

11
月
５
日
、
６
日
に
紀
美
野
町

の
柿
の
消
費
拡
大
・
販
売
促
進
の

た
め
、
東
京
で
寺
本
町
長
と
Ｊ
Ａ

な
が
み
ね
関
係
者
に
よ
る
富
有
柿

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

昭
島
市
の
ザ
・
ビ
ッ
グ
昭
島
店

で
、
店
舗
の
一
部
に
平
核
無
柿
と

富
有
柿
を
並
べ
、
一
個
70
円
の
バ

ラ
売
り
と
８
個
入
り
化
粧
箱（
２
，

１
０
６
円
）
の
販
売
を
行
い
、
平

日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方
々

に
買
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変
好
評

で
し
た
。

写
真
：
左
か
ら 

井
上
柿
部
会
長　

寺
本
町
長
、

Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
山
下
常
務
、
宮
下
美
里
セ
ン
タ

ー
長

テープカット
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10
月
25
日
（
土
）、
第
６
回
紀

美
野
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
ま

し
た
。

午
前
７
時
、寺
本
町
長
に
よ
る
”

始
球
式
”で
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
、

紅
葉
が
は
じ
ま
っ
た
山
々
を
背
景

に
、
参
加
者
１
９
５
人
は
18
ホ
ー

ル
で
ス
コ
ア
を
競
い
合
う
と
と
も

■
日　

時　

12
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　

11
時
よ
り

■
場　

所　

旧
志
賀
野
小
学
校

■
内　

容　

凧
作
り
、
餅
つ
き
、

焼
き
芋
、
出
店
、
生
演
奏
な
ど
、

お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
が
楽
し

め
る
企
画
を
ご
用
意
し
て
、
皆

さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
「
志
賀
野
ブ
ロ
グ

（http://am
eblo.jp/shigano-

blog/

）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
主　

催　

未
来
de
志
賀
野

■
後　

援　

紀
美
野
町

■
問
い
合
わ
せ

赤
阪
惠
子

０
９
０
‐
１
０
２
８
‐
３
５
９
０

紀
州
マ
ル
イ
チ
農
園

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
６
０
１

■
日　

時　

12
月
13
日
（
土
）

　

午
前
の
部　

10
時
～
12
時

　

午
後
の
部　

13
時
～
15
時

■
場　

所　

西
野
集
会
所

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

未
来
に
つ
な
ぐ
虹
の
会

　

℡
０
９
０
‐
１
０
２
８
‐
３
５

　

９
０
（
赤
阪
）

　

詳
細
はw

eb

で

　

http://kim
ino.org/

11
月
号
５
頁
の
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
の
結
果
で
、

女
性
の
部
３
位
が
「
中
谷
多
加
子

さ
ん
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
妹
背
ト
ミ
コ
さ
ん
」
の
誤
り
で

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

和
歌
山
大
学
観
光
学
部
に
在
籍

す
る
学
生
が
、
地
域
の
方
々
と
交

流
を
図
り
な
が
ら
観
光
振
興
や
地

域
再
生
の
実
践
を
現
場
で
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
す
る
地
域
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
、
紀
美
野
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
て
い
ま
す
。

前
回
９
月
は
上
神
野
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
上
神
野
小
学
校
の
校
庭
や
周
辺

の
清
掃
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
自
分
た
ち
で
で

き
る
紀
美
野
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と
し

て
動
画
の
制
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
学
生
の
視
点
か
ら
町
内

の
観
光
コ
ー
ス
を
考
え
、
自
分
た

ち
が
考
え
た
シ
ナ
リ
オ
を
も
と
に

に
、
楽
し
く
親
睦
を
深
め
ら
れ
ま

し
た
。

■
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　

優　

勝　

森
下
芳
造（
動　

木
）

　

準
優
勝　

岡
田
有
史（
真
国
宮
）

　

３　

位　

山
東
広
宣（
小　

畑
）

紀
美
野
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

開
か
れ
る
!!

１
９
５
人
が
出
場

竹
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
竹
で
つ
く
ろ
う

～
お
正
月
飾
り

志
賀
野
冬
フ
ェ
ス
タ

訂
正
と
お
詫
び

き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
だ
よ
り

国保野上厚生総合病院だより　　 （職員紹介　）

訪問看護ステーション
国保野上厚生総合病院で“の

かみ訪問看護ステーション”
として活動している看護師の
片山 富、谷口美香、岡田世津子、
神谷千珠代です。

住み慣れた自宅で安心して
生活して頂けるよう病状の観
察、身体清潔等の療養のお世
話、在宅酸素や吸引・点滴等の医療行為、介護者であるご家族のケ
アや介護相談等を中心に活動しています。

国保野上厚生総合病院の医師や開業医と連携して、紀美野町全域、
紀の川市貴志川町と海南市の一部を行動エリアとしています。

地域の皆様の安心を支えられるようこれからも努力して参りま
す。どうぞよろしくお願い致します。

訪問看護についてのお問い合わせがございましたらお気楽にご連
絡下さい。
■連絡先　電話 ０７３－４８９－２７６５（直通）
　　　　　　　　　　　 ４８９－２１７８（厚生病院代表）
　　　　　　　　　　　 （月曜日～金曜日の８：30 ～ 17：15）

２

ふ
れ
あ
い
公
園
や
生
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原
、
み

さ
と
天
文
台
な
ど
で
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。

始球式をする寺本町長

写真は左から、神谷千珠代、谷口美香、
岡田世津子、片山 富
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患
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※
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ネ
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へ
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で
は
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り
ま
せ
ん
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※
お
薬
に
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っ
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、
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ッ
ク
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へ
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が
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な
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場
合
も
あ
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０
７
３
‐
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２
８
‐
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６
８
８

後
期
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齢
者
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療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

現
在
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
証
」
ま
た
は
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
方
の
有
効
期
限
が
制

度
改
正
が
行
わ
れ
る
た
め
、
平
成
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年
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月
31
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
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年
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降
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分
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つ
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は
、
12
月
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さ
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だ
き
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す
。
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制

度
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正
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う
、
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己
負
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額
（
月
額
）
は
次
の
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り
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更
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な
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す
。
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美
里
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℡
４
９
５
‐
３
４
６
４

◆平成26年12月以前
区分 所得要件 限度額
Ａ

（上位所得者）
旧ただし書所得

600万円超
150,000円+（総医療費－500,000円）×1％
＜多数該当　83,400円＞

Ｂ
（一般所得者）

旧ただし書所得
600万円以下

80,100円+（総医療費－267,000円）×1％
＜多数該当　44,400円＞

Ｃ
（低所得者） 住民税非課税 35,400円

＜多数該当　24,600円＞

◆平成27年1月以降
区分 所得要件 限度額

ア 旧ただし書所得901万円超 252,600円+（総医療費－842,000円）×1％
＜多数該当　140,100円＞

イ 旧ただし書所得
600万円超～ 901万円以下

167,400円+（総医療費－558,000円）×1％
＜多数該当　93,000円＞

ウ 旧ただし書所得
210万円超～ 600万円以下

80,100円+（総医療費－267,000円）×1％
＜多数該当　44,400円＞

エ 旧ただし書所得
210万円以下

57,600円
＜多数該当　44,400円＞

オ 住民税非課税 35,400円
＜多数該当　24,600円＞

※旧ただし書所得とは、総所得金額等から基礎控除額33万円を控除した額です。
※多数該当とは、同一世帯で1年間（直近12 ヶ月）の高額療養費の該当回数が3回ある場合の4回

目以降の額です。

医療費等の払い戻しをかたった
不審電話が多発しています。
ご注意ください !!

和歌山県下においても、医
療費や保険料等の払い戻しが
あるといった不審な電話がか
かってくる事例が多発してい
ます。

町役場などの職員を名乗る者から電話
があり『医療費の払い戻しがある』と言って、
金融機関の口座番号や暗証番号を聞き出
したり、銀行などのＡＴＭへ誘導しお金
を振り込ませたりしようとするものです。
役場職員が口座番号や暗証番号を電話で聞

き出したり、ＡＴＭへ誘導するようなことは
絶対にありません !!

不審な電話・訪問があったときは、まず役
場に確認の問い合わせをしてください。

また、万一被害にあわれた場合は、すみや
かに警察に届けてください。
■問い合わせ　住民課　℡ ４８９－５９０３

　　　　　　住民室　℡ ４９５－３４６４

「借金からの生活再建無料相談会 ～クレジット・
キャッシング・過払い・個人事業者の方も～」
開催のお知らせ

県では、多重債務、借金など、お金の問題に悩んでいる県民の皆さんの問
題解決に向け、専門家（弁護士・司法書士）による無料相談会を開催します。

開催日 会 場 予約受付先

12 月７日（日）
13:00 ～ 16:00

県消費生活センター 県庁 県民生活課 073-441-2356

有田振興局 有田振興局　総務県民課 0737-64-1257

東牟婁振興局 東牟婁振興局 総務県民課 0735-21-9607

12 月８日（月）
17:00 ～ 20:00

県消費生活センター 県庁 県民生活課 073-441-2356

那賀振興局 那賀振興局 総務県民課 0736-61-0006

12 月 14 日（日）
13:00 ～ 16:00

伊都振興局 伊都振興局 総務県民課 0736-33-4900

日高振興局 日高振興局 総務県民課 0738-24-2936

西牟婁振興局 西牟婁振興局 総務県民課 0739-26-7909

■原則、事前予約制です。ご希望の開催場所の予約受付先へ、電話にてご連
絡ください。（受付時間：平日 9:00 ～ 17:00 ）

■居住地にかかわらず、どの会場でもご相談いただけます。
■問い合わせ先　県庁県民生活課 073-441-2356（平日 9:00 ～ 17:00 ）
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平成26年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈申込みは、各保育所まで〉

○野上第１保育所：12 月　8 日（月）・22 日（月）　℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：12 月　2 日（火）・16 日（火）　℡４８９－４９５３
○神野保育所　　：12 月　3 日（水）・17 日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所　　：12 月 10 日（水）・24 日（水）　℡４９９－０１３１

■遊びの教室のご案内〈申込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第 1 保育所

○コアラ　　　　12 月 10 日（水）9 時 30 分〜 11 時 30 分　総合福祉センター（クリスマス会）
○カンガルー　　12 月 18 日（木）9 時 30 分〜 11 時　　　　子育て支援センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月〜金曜日（10 時～ 12 時・13 時～ 16 時）（土・日・祝は休み）
　　　　　　　　　　 12 月　8 日（月）・22 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　 12 月 22 日（月）は栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 毎月第 2、4 木曜日（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 12 月 11 日（木）は栄養士による栄養相談

【育児相談】子育て支援センターでは、随時行っています。町内保育所でも相談を来所、電話などで行っています。
　　　　　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）
12 月　8 日（月）　
12 月 22 日（月）　　
　　9 時 30 分〜 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回の健康相談時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。

（一週間前までに要予約）	
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

12 月 10 日（水）　　　9 時〜
12 月 24 日（水）　　13 時 30 分〜

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

12 月　8 日（月）　
12 月 22 日（月）

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日（祝・祭日除く）　　

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。（予約制） 12 月 22 日（月）　17 時～ 19 時

特定疾患医療
受給者証継続申請・
小児慢性特定疾患
受給申請

平成２７年１月１日から医療制度がかわります。
手続きがまだの方は期日までに手続きをしてください。 １２月２６日（金）までに　

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで。		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）

〔連絡先〕  平日（8時30分～17時15分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）℡４８９－２４３０

〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕　houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（12月の日程）
■場所　総合福祉センター
■とき　毎週水曜日　３日、10日、17日、24日
■時間　９時～ 11時　■対象者　住民すべての方
■内容　健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談　・離乳食の相談・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後の
よりよい生活につなげましょう。

生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相談に応じま
すので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

いきいき脳生活で認知症予防！
やってみませんか？脳のトレーニング

認知症ってどんな病気？　予防するにはどうすればいいの？みな
さんの関心があるところではないでしょうか。

認知症を正しく理解するとともに、脳のトレーニングで今の脳を
更に活性化させましょう！ぜひ、お気軽にご参加ください。

１．日　時　【全７回】　いずれも １３時３０分～１５時３０分
　　　　平成２７年　１月２１日（水）・２９日（木）　　
　　　　　　　　　　２月　６日（金）・２０日（金）
　　　　　　　　　　３月　６日（金）・２０日（金）・２７日（金）
２．場　所：自然体験世代交流センター
３．対象者：おおむね６０歳以上の方
　　　　　　（要介護認定を受けていない方）
４．定　員：２０名程度（先着順）
５．内　容：厚生病院の医師による講義・個別面談（２回）、
　　　　　　認知機能検査（２回）、個人及びグループ活動等
※この事業は、和歌山県と和歌山県立医大病院脳神経外科が協働で開発

した「認知症予防教室プログラム」にもとづくものです。
■申込締め切り日　１月１３日（火）
■申し込み・問い合わせ　保健福祉課　℡ ４８９－９９６0

10 時 30 分〜 11 時 30 分

保健センターだより
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障がい者巡回相談のお知らせ

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方

12 月   2 日（火）

総合福祉センター
　9 時 30 分～ 12 時

美里支所
　13 時 30 分～ 16 時

●野上厚生病院内相談支援事業所
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８９－２９０８

℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

12 月 17 日（水）

総合福祉センター
　9 時 30 分～ 12 時

美里支所
　13 時 30 分～ 16 時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８３－０４５４

℡４９４－３５３９

平成２６年度　高齢者筋力トレーニング教室

　転ばん塾生　募集！
最近『足腰が弱くなった』『つまずきやすくなった』など感じ

ていませんか？　この教室は、眠っている筋肉・神経を目覚め
させ、足腰の筋力をつけるための運動教室です。

■月　日　平成２７年１月１３日（火）
　　　　　１月１９日～３月３０日
　　　　　の毎週月曜日　（全１２回）

■時　間　９時３０分～１１時３０分
■会　場　総合福祉センター３階
■指導者　健康運動指導士
■参加対象者

おおむね６５歳以上の町民の方で、かかりつけ医から運
動を止められていない方。（但し、要介護認定を受けている
方は参加できません。）
※保険代は自己負担です。
 １月７日（水）までに電話でお申し込みください。

～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう!! ～
★★今年度、健診をまだ、受けられていない方は医療機関にて早目にお受けください★★

○医療機関健診については、4月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧ください。
○国保　特定健康診査は受診有効期限が１２月１９日（金）までとなっていますので、ご注意ください。
○【健診内容】

・国保　特定健康診査（血液検査・血圧・心電図・尿検査・身体計測・医師による診察）
・がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん・子宮がん・乳がん）

○【健診対象者・費用】
・国保特定健診対象者：40-74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。

（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
・各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。

○集団健康診査は、今年度終了しました
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ４８９－９９６０	 				  

おめでとうございます！！　８０歳以上で２０本以上自分の歯のある方を表彰
２０本以上自分の歯があれば、ほとんどの食べ物を噛み砕くことができ、おいしく食べら

れると言われています。紀美野町でも「８０歳以上（９０歳以上）になっても２０本以上の歯
を保とう！！」という「８０２０運動」「９０２０運動」を推進しています。皆さんもいつまで
も元気な歯を残すために、日頃から自己管理をしてくださいね。

１１月８日の“いい歯の日”にあわせ、８０歳以上で、２０本以上のご自分の歯のある方を
表彰させていただきました。

表彰者は下記の皆様です。（敬称略）
８０２０達成者
　井上 武、小根田香代子、記田あい子、久保田 悟
　西岡政恵、中浴たみ代、原 幸成、森本喜美枝
　
９０２０達成者
　岡本佐間次、髙田カヅヱ、松尾沢子

また、中学３年生、小学６年生でむし歯の
ない児童の表彰も行ないました。今年の表彰
者は　中学３年生で８１名中３５名、小学６
年生で５７名中３７名でした。
おめでとうございます。

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
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「
所
得
税
は
源
泉
徴
収
し
て
い

る
け
れ
ど
個
人
住
民
税
は
徴
収
し

て
い
な
い
。」
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
法
令
等
の
定
め
に

よ
り
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務

の
あ
る
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）

は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
特
別

徴
収
義
務
者
と
し
て
、
全
て
の
従

業
員
に
つ
い
て
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
を
し
て
い
た
だ
く
義
務
が

あ
り
ま
す
。

ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
５
）

左
記
に
よ
り
町
営
住
宅
入
居
者

の
募
集
を
行
い
ま
す
。
応
募
に
際

し
入
居
資
格
等
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
役
場

本
庁
（
企
画
管
財
課
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
頂
く
か
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

平
成
26
年
12
月
１
日
（
月
）
～

　

15
日
（
月
）
17
時
15
分
（
必
着
）

◎
松
瀬
団
地
３
０
２
号
（
紀
美
野

町
松
瀬
13
番
地
）
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
73
・
70
㎡
）

■
入
居
資
格

⑴
単
身
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

者
は
親
族
で
あ
る
こ
と
。

⑵
世
帯
員
全
員
の
算
定
月
収
額
が

１
５
８
，０
０
０
円
以
下
。（
裁

量
世
帯
に
つ
い
て
は
２
１
４
，

０
０
０
円
以
下
）

⑶
現
在
、
持
ち
家
が
な
く
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
方
。

⑷
申
込
時
ま
で
の
住
民
税
等
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑸
家
賃
、
敷
金
を
支
払
う
能
力
が

あ
る
こ
と
。

⑹
申
込
者
及
び
同
居
人
が
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ

企
画
管
財
課　

公
営
住
宅
係

（
℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
３
）

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で

す
。調

査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
時
点
は
平
成
26
年
12
月
31

日
で
す
。

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象

に
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、

調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
管
財
課

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
３
）

２年前納により納めた国民年金保険料を所得より控除す
る場合、以下の方法のいずれかのみを選択することができ
ます。

①全額を納めた年に控除
②各年分の保険料に相当する額を各年に控除

①全額を納めた年に控除する方法を選択する場合
日本年金機構よりお送りした「社会保険料（国民年金保
険料）控除証明書」の「納付済保険料の証明額」欄に記
載されている額が控除額となります。

②各年分の保険料に相当する額を各年に控除する方法を選
択する場合
・日本年金機構が発行する控除証明書は、２年前納分を
含め、平成26年に納めた保険料全額を証明額として記載
しています。

・各年に控除する方法を選択する場合には、申告者ご自
身で「社会保険料（国民年金保険料）控除額内訳明細
書」に各年分の控除額等を記入し、確定申告により控除
を受ける場合は税務署に、または、年末調整により控除
を受ける場合はお勤め先の年末調整担当部署に、控除証
明書とともに提出してください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除額内訳明細書」は日
本年金機構のホームページよりダウンロードできます。

http://www.nenkin.go.jp/n/www/info/detail.jsp?id=28306
なお、エクセル版であれば、「入力欄」の被保険者氏名、

２年前納した期間などの必要最小限の項目を入力すること
で、各年分の控除額等を自動で記入できますので、便利です。

年末・年始の役場、公民館等
■役場の仕事納めと仕事始め
　仕事納め・・１２月２６日（金）　　仕事始め・・１月５日（月）
■各公民館、文化センター、体育施設の休館・休場
　１２月２９日（月）～１月３日（土）　
　なお、天文台は１２月２７日（土）～１月６日（火）
■のかみふれあい公園の休園
　１２月２９日（月）～１月３日（土）
　ただし、パークゴルフ場は１月３日（土）臨時営業します。
■物品納入、工事代金等の支払い
　年内の口座振込は、１２月２４日（水）が最終となります。ご了承お願いします。
■年末・年始のごみ収集等については、各戸配布をご覧ください。

平成２６年に国民年金保険料を２年前納した場合の
社会保険料控除について

～
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

は
法
律
に
定
め
ら
れ
た
義
務

で
す
～

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
に

つ
い
て

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

工業統計キャラク
ター・コウちゃん
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個
別
出
張
相
談
会

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
「
相
談
」

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

働
く
こ
と
に
不
安
の
あ
る
原
則

15
才
か
ら
39
才
の
若
者
、
そ
の
ご

家
族
の
方
の
相
談
に
お
応
え
し
、

心
の
ケ
ア
や
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
て
、
職
業
的
自
立
・
就
労

ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

■
日　

時　

毎
月　

毎
週
水
曜
日

10
時
か
ら
16
時 

原
則
予
約
制

（
相
談
時
間
40
分
）
予
約
時
間

10
時
・
11
時
・
13
時
・
14
時
・

15
時

■
場　

所　

海
南
市
民
会
館

（
海
南
市
中
央
公
民
館
）
１
階

集
会
所　

海
南
市
日
方
１
２
７

１
‐
１
０
８

■
相
談
料　

無
料

■
対
象
者　

働
く
こ
と
に
不
安
の

あ
る
39
才
ま
で
の
若
者
及
び
ご

家
族
の
方

■
問
い
合
わ
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
わ
か
や
ま

〒
６
４
０
‐
８
０
３
３　

和
歌

山
市
本
町
２
丁
目
40
番　

聖
‐

ソ
レ
イ
ユ
ビ
ル
４
Ｆ

℡ 

０
７
３
‐
４
２
７
‐
３
５

　
　

０
０

FAX 

０
７
３
‐
４
２
７
‐
３
５

　
　

０
１

月
曜
日
か
ら
土
曜
日　

10
時
～

19
時

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退

共
）か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対

し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛

失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要

が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り

の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
最
寄
の
支
部
又
は
本
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構　

林
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部　

〒
１
７
０
‐
８
０

５
５ 

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋

１
‐
24
‐
１　

ニ
ッ
セ
イ
池
袋

ビ
ル

℡ 

０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８

　
　

８
７

FAX 

０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８

　
　

９
０

・
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
.rintaikyo.

taisyokukin.go.jp/

関西電力からのお願い
冬の節電にご協力をお願いいたします。

日頃より節電・省エネにご協力いただき、誠にあ
りがとうございます。
この冬の需給見通しにつきましては、予備率は、

電力の供給に最低限必要とされている３％を確保で
きる見通しです。しかしながら、発電所のトラブル
など、不測の事態により、電力需給が逼

ひっぱく

迫すること
も考えられます。電力需要の想定におきましては、
定着した節電として１２９万ｋＷを織り込んでいる
ことから、お客さまにおかれましては、着実な節電・
省エネにご協力を賜りますよう、お願い申し上げま
す。さらに、電力需給の逼迫が予想される場合には、
お客さまの健康に影響を与えない範囲で、可能な限
りの節電にご協力いただきますよう、重ねてお願い
申し上げます。

～節電に関するお問い合わせ先
　（関西電力：節電お問い合わせ専用ダイヤル）～

【電話番号】0800-123-0171（通話料無料）
【受付時間】平日9:00～17:00（12月1日より開設、土

日祝および12月29日～１月2日は除く）
※お電話がつながりにくい場合がございますので、あらか

じめご了承ください。
※一部の IP 電話からは、ご利用いただけない場合がござ

います。

『防衛省からのお知らせ』
　　　陸上自衛隊高等工科学校生徒募集　受付中
募集種目 区分 募集人員 応 募 資 格 受付締切 試験期日 合格発表 試験会場

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒

推薦 約60名
中卒（見込含）17歳未満の男子で、
成績優秀かつ生徒会活動等に顕著な
実績を収め、学校長が推薦する者

平成26年
　　12月５日

平成27年１月10日～ 12
日の指定する１日 　平成27年１月23日

陸上自衛隊高等工科
学校

（神奈川県横須賀市）

一般 約260名 中卒（見込含）17歳未満の男子 平成27年
　　１月９日

（第１次試験）
　平成27年１月24日

（第２次試験）
平成27年２月５日～
８日の指定する１日

（第１次試験）
　平成27年１月30日

（最　終）
　平成27年２月20日

（第１次試験）
　プラザホープ

（第２次試験）
　信太山駐屯地

■問い合わせ
自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所
　〒６４９－０３１６　和歌山県有田市宮崎町１０６－２　TEL：０７３７－８２－６６３１
　E-MAIL：recruitl-wakayama@pco.mod.go.jp
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

※
「
通
行
止
め
」「
ご
声
援
」
の

お
願
い

今
年
の
大
会
は
、
１
，
１
０
０

名
以
上
の
ラ
ン
ナ
ー
が
全
国
各
地

か
ら
参
加
す
る
た
め
、
当
日
会
場

周
辺
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
通
行

止
め
及
び
交
通
安
全
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。（
地
図
参
照
）

ま
た
、
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い

ご
声
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

田
尻
章
氏
は
、
野
上
町
の
教
育

長
時
代
か
ら
公
民
館
を
核
と
し
た

社
会
教
育
（
生
涯
学
習
）
の
振
興

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
中
央

公
民
館
に
続
い
て
小
川
・
志
賀
野

両
地
区
公
民
館
を
建
設
す
る
と
と

も
に
、
職
員
の
育
成
に
も
情
熱
を

注
が
れ
充
実
し
た
公
民
館
活
動

冬
の
１
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
気
分

を
ち
ょ
っ
と
早
く
味
わ
っ
て
、
ク

リ
ス
マ
ス
は
お
う
ち
で
歌
を
歌
っ

た
り
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
と
い
う

過
ご
し
方
も
い
か
が

で
す
か
？

で
、
県
下
の
公
民
館
を
リ
ー
ド
す

る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
長
勇
退
後
も
、
中
央
公
民

館
長
や
文
化
協
会
会
長
を
歴
任
さ

れ
な
が
ら
町
全
体
の
文
化
活
動
の

充
実
・
発
展
に
大
き
な
功
績
を
遺

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き

は
今
も
小
川
地
区
公
民
館
を
拠
点

に
し
た
サ
ー
ク
ル
活
動
を
い
く
つ

も
主
宰
さ
れ
、
地
域
の
活
力
源
と

し
て
大
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
同
時
に
公
民
館
運
営
審
議
委

員
や
町
民
大
学
講
座
運
営
委
員
な

ど
多
く
の
役
職
を
引
き
受
け
ら

れ
、
生
涯
学
習
の
筋
道
を
築
い
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
20
日
（
土
）

10
時
～
11
時
15
分
（
予
定
）

■
場
所　

第
１
保
育
所
ホ
ー
ル

■
内
容

①
読
み
聞
か
せ
（
10
時
～
）

　
　

お
は
な
し
ポ
ン

②
合
唱
（
10
時
30
分
～
）　

　
　

き
み
の
児
童
合
唱
団

第
９
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

■
日
時　

12
月
14
日
（
日
）
９
時
～
正
午

■
場
所　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺

全
国
公
民
館
連
合
会
功
労
者
表
彰
受
賞 

田
尻 

章 

氏
（
福
井
）

ほ
ん
の
森
イ
ベ
ン
ト

　
　
『
児
童
合
唱
団
と
読
み
き
か
せ
』に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

月
の
天
文
教
室

「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
惑
星
分
光
観
測
衛
星
『
ひ
さ
き
』

が
明
ら
か
に
す
る
惑
星
オ
ー
ロ
ラ
最
前
線
」

■
日
時　

12
月
７
日
（
日
）

　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
講
師　

木
村
智
樹
さ
ん

■
所
属　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研

究
所
学
振
特
別
研
究
員

■
参
加　

無
料
・
申
込
不
要

★
天
文
台
の
年
末
年
始
休
館

12
月
27
日
（
土
）
か
ら
年
末
年

始
休
館
に
入
り
ま
す
。
年
始
は
１

月
７
日
（
水
）
か
ら
通
常
営
業
を

再
開
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

12

のかみふれあい公園
県動物愛護センター

至西野

至
釜
滝

通
行
止
め

通行止め

■通行止め
（10時30分〜 12時30分）
町道志賀野・井ノ口線

［五色台聖苑前〜のかみふれい公園〜
　　    ドーシェル（パン屋さん）手前］

志
賀
野
地
区
公
民
館
　
　

作
品
展
示
会

■
日
時 

平
成
27
年
１
月
24
日
（
土
）

　

９
時
30
分
～
20
時

１
月
25
日
（
日
）

　

９
時
30
分
～
16
時

※
詳
し
く
は
、
１
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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第　

回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
上
招
待
サ
ッ
カ
ー
大
会

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

３
日　

ほ
し
柿
つ
く
り

10
日　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
に
挑
戦

17
日　

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を

　
　
　

つ
く
ろ
う

24
日　

ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
し

よ
う

＊
12
月
26
日
～
１
月
６
日
は
お
休

み
で
す

■
文
化
セ
ン
タ
ー

３
日　

お
は
な
し
会　

10
日　

な
わ
と
び
を
し
よ
う

17
日　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

飾
ろ
う

24
日　

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会

児
童
生
徒
絵
画
展
示

き
み
の
絵
が
か
ざ
ら
れ
て
い
る
よ

■
展
示
期
間　

２
月
21
日
ま
で

■
展
示
場
所　

中
央
公
民
館
・
文

化
セ
ン
タ
ー
・
役
場
本
庁
・
美

里
支
所
（
敬
称
略
）

【
第
１
保
育
所
】

い
の
う
え
い
っ
し
ん
・
お
か
も

と
こ
う
た
・
み
ょ
う
せ
た
の
ぞ

む
・
い
し
ば
し
く
れ
は
・
ひ
ょ

う
の
く
る
み
・
ま
つ
え
さ
え
・

み
な
か
た
さ
や
・
や
ま
も
と
み

ゆ
【
第
２
保
育
所
】

た
ぶ
ち
は
る
の
・
ふ
じ
い
し
ほ

【
神
野
保
育
所
】

お
か
も
と
み
お
ん
・
お
か
だ
い

す
け
・
す
ず
き
あ
ゆ
た
・
ピ
ラ

フ
ジ
ュ
エ
ル
ベ
イ
は
や
と

【
毛
原
保
育
所
】	

ま
た
の
ゆ
ま

【
野
上
小
学
校
】

新
谷
日
菜
子
・
新
谷
有
未
・
桑

添
俊
典
・
兼
本
莉
香
子
・
松
尾

寛
大
・
西
田
桃
香
・
林
花
辺

瑠
・
向
江
嵩
頼
・
松
本
蕗
羽

真
・
水
越
う
ら
ら
・
貝
野
凜

乃
・
塚
田
進
介
・
尾
前
知
香
・

桑
添
宇
京
・
井
上
碧
・
大
竹
優

星
・
片
畑
弥
偲
・
中
村
仁

【
小
川
小
学
校
】

北
本
拓
真
・
家
本
康
正
・
横
谷

甲
朱
・
日
裏
柊
吾
・
西
隂
地
美

月
【
下
神
野
小
学
校
】

土
井
多
麻
美
・
新
谷
優
実
・
谷

口
安
裕
美
・
西
門
雄
大
・
上
中

花
夏
・
東
浦
史
歩

【
毛
原
小
学
校
】

田
村
聖
・
佐
野
兼
愛
・
森
下
空

弥
・
弓
庭
颯
太

【
野
上
中
学
校
】

草
宮
良
太
郎
・
向
孝
汰
・
松
尾

紗
奈
・
森
谷
澄
花
・
長
生
沙

羅
・
松
元
彩
加
・
北
畠
直
人
・

田
伏
菜
央
・
後
呂
侑
二
朗
・
栗

林
友
美
・
細
野
莉
々
華
・
宮
下

絵
菜

【
美
里
中
学
校
】

森
下
真
悠
子
・
東
浦
成
人
・
東

一
輝

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

野
口
真
瑚
・
西
澤
和
久

11
月
２
・
３
日
ス
ポ
ー
ツ
公
園

に
て
、
県
内
外
よ
り
高
・
低
学
年

24
チ
ー
ム
を
招
待
し
、
交
流
と
親

睦
を
深
め
る
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、
高
学
年
部

で
町
長
杯
３
位
、
低
学
年
部
で
町

長
杯
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

《
高
学
年
の
部
》

第
１
試
合　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

５
対

０　

Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ａ
（
和
歌
山
県
）

第
２
試
合　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

２
対

３　

東
浦
Ｓ
Ｃ
（
兵
庫
県
）

＊
町
長
杯
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
２
位
で
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

準
決
勝　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

１
対
１

（
Ｐ
Ｋ
戦
０
対
２
）
岬
Ｊ
Ｓ
Ｃ

（
大
阪
府
）

《
低
学
年
の
部
》

第
１
試
合　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

８
対

０　

田
鶴
Ｊ
Ｓ
Ｃ
（
和
歌
山
県
）

第
２
試
合　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

０
対

０　

東
浦
Ｆ
Ｃ
（
兵
庫
県
）

＊
町
長
杯
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
２
位
で
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

準
決
勝　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

３
対
０

三
田
Ｆ
Ｃ
（
和
歌
山
県
）

決　

勝　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

０
対
５

紀
城
Ｊ
Ｓ
Ｃ
（
和
歌
山
県
）

第69回国民体育大会ホッケー競技！
成年男子が 20 年ぶりの出場で 3 位に！

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

豊
島
琉
可
（
第
一
保
）

田
中
猛
寅
（
神
野
保
）

【
２
０
０
冊
】

平
岩
笑
花
（
野
小
２
年
）

小
川
巧
貴
（
小
川
小
２
年
）

折
口
虎
太
郎
（
下
小
３
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
笹
の
舟
で
海
を
わ
た
る
」

　

角
田
光
代
･
著

「
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
の
瞳
」　
　
　

百
田
尚
樹
･
著

「
べ
ん
け
い
飛
脚
」
山
本
一
力
･
著

「
日
本
人
だ
け
が
知
ら
な
い
ニ
ッ

ポ
ン
の
観
光
地
」
水
津
陽
子
･
著

「
か
わ
い
い
！
カ
ラ
フ
ル
弁
当
」

美
才
治
真
澄
･
著

「
ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ほ
ん
や
さ
ん
」

な
か
や
み
わ
･
作

「
ま
る
か
い
て
ピ
ョ
ン
」　
　

 

舟
崎
克
彦
･
作
絵

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
明
日
の
子
供
た
ち
」
有
川
浩
･
著

「
悟
浄
出
立
」　

万
城
目
学
･
著

「
自
然
素
材
の
か
ん
た
ん
雑
貨
＆

お
も
ち
ゃ
」　
　
　

光
橋
翠
･
著

「
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
と
フ
レ
ン
チ
ト

ー
ス
ト
１
０
０
レ
シ
ピ
」

鈴
木
理
恵
子
･
著

「
し
ょ
う
て
ん
が
い
は
ふ
し
ぎ
ど

お
り
」　
　
　

内
田
麟
太
郎
･
作

「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
や
ま
ん
め
ち

ゃ
ん
」　
　
　
　

加
古
里
子
･
作

10 月 17 日から 21 日まで、長崎県佐世保市で、第 69 回国民
体育大会ホッケー競技会が開催され、和歌山県からは成年男子

（県選抜）チームが出場しました。
初戦は、島根県と強豪県との対戦となり、厳しい試合になり

ましたが、4―1 で制し準決勝まで勝ち進みました。準決勝では、
本年 7 月に紀美野町で開催された「2014 全日本社会人ホッケー
選手権大会」の決勝と同じ愛知県（名古屋フラーテル）との対
決となり、前半選手たちは落ち着いてチャンスを確実にものに
し、1 対 1 の同点で折り返しました。後半に入ると、スピード
と突破力で少ないチャンスを確実にものにした愛知県に、3 対 1
で負け、3 位決定戦の結果、平成 6 年の愛知国体以来 20 年ぶり
の出場で 3 位を勝ち取りました。

来年の「紀の国わかやま国体」での活躍
が期待されますので、皆さんの応援よろし
くお願いします。

　　　国体推進課（℡ 489―2700）
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
　
そ
の
百
一

き
つ
ね
に
化ば

か
さ
れ
た
話

（
の
か
み
の
民
謡
よ
り
）

小
川
宮
の
お
店
屋
で
、
ち
ょ
っ

と
お
酒
を
飲
ん
で
帰
り
が
け
、
な

ま
さ
ば
買
う
て
か
た
げ
て
宮
の
馬

場
へ
行
く
道
を
と
ぼ
と
ぼ
歩
い
て

い
た
ん
や
。

そ
の
ば
ん
は
、
お
月
さ
ん
の
明

か
り
も
な
い
ま
っ
暗
や
み
や
っ
た

ん
や
て
。

そ
や
け
ど
、
な
れ
た
道
は
け
っ

こ
な
も
ん
で
、
ち
ょ
う
ち
ん
も
持

た
ん
と
ゆ
う
ゆ
う
と
歩
け
た
ん

や
。馬

場
路
を
よ
い
し
ょ
よ
い
し
ょ

と
登
っ
て
い
く
と
、
山
の
木
が
バ

サ
バ
サ
と
音
を
立
て
て
ゆ
れ
て
ん

の
や
て
。
お
じ
い
さ
ん
は
、
―
ま

た
、
う
さ
ぎ
で
も
出
よ
っ
た
わ
い

―
と
思
っ
て
、と
ぼ
と
ぼ
歩
い
て
、

や
っ
と
家
に
着
い
た
ら
、
表
に
む

か
え
に
出
た
お
ば
あ
さ
ん
が
、『
お

じ
い
さ
ん
よ
、
な
ん
で
こ
ん
な
し

い
の
え
だ
持
っ
て
き
た
ん
よ
う
。』

と
聞
く
ん
で
、
お
じ
い
さ
ん
は

み
ょ
う
に
思
て
、
か
た
げ
て
い
た

な
ま
さ
ば
を
お
ろ
す
と
、
い
つ
の

間
に
か
魚
が
の
う
て
、
木
の
え
だ

に
葉
が
の
こ
っ
て
い
る
だ
け
や
っ

た
ん
や
て
。

お
じ
い
さ
ん
は
び
っ
く
り
ぎ
ょ

う
て
ん
。
―
は
あ
、
さ
て
は
さ
っ

き
山
の
中
で
バ
サ
バ
サ
音
し
た
と

き
、
き
つ
ね
に
化
か
さ
れ
て
取
ら

れ
た
ん
や
な
―
と
気
が
つ
い
た
ん

や
。『

き
つ
ね
は
化
か
す
さ
け
、
気

を
つ
け
な
あ
か
ん
な
あ
。』
と
お

じ
い
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
た
話
や

し
て
。

ー　わが町サークル　ー
「生石少年剣道クラブ」

現在、私たちは小学生３名、中学生３名で活
動しています。

剣道は、あまり馴染みのないスポーツです
が、中学校の体育の授業でも取り入れられてい
ますし、生涯を通してできるスポーツでもあり
ます。

面具・胴着・袴などの防具も貸し出しできま
すので、気軽に見学に来てください。

【日時】
毎週　月・水・金曜日
19 時～ 21 時

【場所】
武道館

（野上中学校校舎横）

　

※金曜日はメンバーが揃わず休みになる場合が
ありますので月・水曜日の見学がおすすめ！

11
月
１
日（
土
）か
ら
３
日（
月
・

祝
）
ま
で
文
化
セ
ン
タ
ー
、
中
央

公
民
館
に
て
文
化
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。

展
示
の
部
門
で
は
、
保
育
園
児

の
か
わ
い
い
作
品
か
ら
大
人
の

方
々
の
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
で
、
来

場
さ
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
発
表
の
部
門

で
は
、
児
童
生
徒
に
よ
る
合
唱
・

合
奏
や
ダ
ン
ス
と
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
大
人

の
方
々
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
１

年
か
け
て
取
り
組
ま
れ
た
演
技
や

演
奏
が
披
露
さ
れ
大
変
好
評
で
し

た
。ま

た
、
11
月
15
日
（
土
）
16

日
（
日
）
の
２
日
間
、
小
川
地
区

公
民
館
に
て
作
品
展
示
会
を
開
催

し
、
生
け
花
や
陶
芸
等
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
15
日

に
は
料
理
教
室
や
人
形
劇
な
ど
も

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

芸
術
の
秋
を
楽
し
む

 
【
第
９
回
紀
美
野
町
文
化
祭
・
小
川
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会
】

秋
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
の

結
果11

月
16
日
（
日
）
中
央
公
民
館

和
室
で
開
催
さ
れ
、
囲
碁
17
名
・

将
棋
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
囲

碁
は
ハ
ン
デ
ィ
戦
５
回
戦
を
、
将

棋
は
総
平
手
戦
８
回
戦
を
行
い
ま

し
た
。
熱
戦
を
展
開
し
、
結
果
は

次
の
通
り
す
。（
敬
称
略
）

［
囲
碁
の
部
］

優　

勝　

吉
田　

明
（
海
南
市
）

準
優
勝　

田
尻　

学
（
海
南
市
）

３　

位　

丸
山
義
兼（
紀
の
川
市
）

［
将
棋
の
部
］

優　

勝　

日
潟
順
一
（
下
佐
々
）

準
優
勝　

黄
瀬
健
司（
か
つ
ら
ぎ
町
）

３　

位　

唐
崎
民
夫
（
海
南
市
）

国
体
開
催
記
念
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
結
果

11
月
９
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
公

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
小
雨
の
降
る
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
８
８
名
と

多
く
の
選
手
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
大
会
が
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
数
字

は
ス
コ
ア
で
す
。（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

中
野　

弘
幸
（
海
南
市
）
110

準
優
勝　

中
西　
　

勤
（
海
南
市
）
111

３　

位　

木
村　
　

勲
（
和
歌
山
市
）
114

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

花
田　

洋
子
（
下
佐
々
）
114

準
優
勝　

大
川
貴
世
子
（
吹
田
市
）
117

３　

位　

松
本　

春
子
（
岸
和
田
市
）
119

国
体
開
催
記
念
ゲ
ー
ト
ゴ

ル
フ
大
会
結
果

10
月
26
日
（
日
）
農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
町
内
外

か
ら
の
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き

秋
日
和
の
中
、
皆
さ
ん
親
睦
を
深

め
な
が
ら
一
生
懸
命
、
元
気
に
プ

レ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
数
字

は
ス
コ
ア
で
す
。（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

横
山　

勝
明
（
和
歌
山
市
）
71

準
優
勝　

前
中　

徹
哉
（
永　
　

谷
）
74

３　

位　

笹
岡　
　

導
（
和
歌
山
市
）
75

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

岩
切
カ
ス
子
（
和
歌
山
市
）
75

準
優
勝　

中　
　

時
子
（
永　
　

谷
）
78

３　

位　

中
世
弥
恵
子
（
和
歌
山
市
）
79
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  学校だより
　『「小川っ子傘踊り」デビュー！』

紀美野町立小川小学校

「かまえて！」「ハッ！」気合を込めて「小川っ子
傘踊り」は幕を開けます。
昨年度、「小川寄合会」の地域おこし活動で、校
庭のメタセコイヤの木にイルミネーションを点灯さ
せるイベントが復活しました。この踊りはその時に
小学生が披露したもので、江戸時代から地域に伝わ
る「梅中傘踊り」を現代風にアレンジしたものです。
今年は去年の踊りを新入生にも伝え、動作の細か
なところも合わせて完成度を高めるという目標で、
毎日少しずつ朝の体力づくりの時間帯を使い、一人
ひとりが自分の目当てを持って練習に臨みました。
　先日の紀美野町文化祭のステージではみんなの気
持ちもピタッとそろい、お客様から大きな拍手をい
ただきました。
今年も12月23日（祝）「小川の郷・冬の星まつり」
に出演いたします。イルミネーション点灯は18時。
皆さまのお越しをお待ちしています。

歌
　
の
　
小
　
道

我
も
ま
た
サ
ル
目も

く

ヒ
ト
科
ま
し
ら
酒　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

行
く
秋
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
め
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
庭
武
彦

道
化
師
に
ま
ば
ら
な
拍
手
銀い

ち
ょ
う杏

散
る　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

木
立
よ
り
雅が

が
く楽

の
響
き
秋
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
貴
子

秋
時
雨
過
ぎ
裸
婦
像
の
艶
め
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

住
職
と
共
に
拾
ひ
し
銀
杏
の
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　

廣

月
曜
の
朝
の
校
長
落
葉
焚た

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

鐘
打
つ
て
飛
鳥
に
秋
を
惜
し
み
け
り　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

秋
澄
む
や
ピ
ア
ノ
の
形
の
石
拾
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田
幸
恵

通
学
路
夜
の
間
に
あ
け
び
割
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田
進
介

ご
機
嫌
な
時
は
習
い
し
童う

た謡
が
出
る

　
　
　
　
　

二
才
の
孫
は
た
ど
た
ど
し
く
も　
　
　
　
　

吉
村
邦
彦

嵐
す
ぎ
て
月
冴
え
ざ
え
と
光て

る
庭
の

　
　
　
　
　

萩
の
白
花
ひ
と
き
は
白
し　
　
　
　
　
　

角
谷
と
し
み

桑
の
實
で
唇
染
め
て
笑
ひ
合
ふ

　
　
　
　
　

妹
と
の
二
人
空
に
浮
か
ぶ
よ　
　
　
　
　
　

黒
西
葉
子

故
も
な
く
暗
き
心
の
日
の
あ
り
て

　
　
　
　
　

気
持
の
癒
し
を
ひ
た
す
ら
に
待
つ　
　
　
　

河
野
昭
子

夕
暮
れ
て
草
ひ
き
終
え
し
指
先
に

　
　
　
　
　

ど
く
だ
み
の
香
が
し
る
く
残
れ
り　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

早
咲
き
か
遅
咲
き
か
と
も
狂
い
咲
く

　
　
　
　
　

季
節
は
ず
れ
の
大
て
ま
り
の
花　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

紺こ
ん
ぺ
き碧
の
空
に
た
な
び
く
飛
行
雲

　
　
　
　
　

は
る
か
か
な
た
に
音
の
こ
し
消
ゆ　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

い
た
い
け
な
蔓つ

る

を
伸
ば
し
て
か
ら
み
つ
く

　
　
　
　
　

風
船
か
づ
ら
に
添
う
秋
の
風　
　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

葉
牡
丹
の
色
あ
ざ
や
か
に
紅
さ
し
て

　
　
　
　
　

飾
る
新
年
も
う
す
ぐ
そ
こ
に　
　
　
　
　

笹
田
美
代
子

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
見
ご
と
舞
い
き
り
東
北
へ

　
　
　
　
　

金き
ん

も
ち
帰
へ
り
希
望
の
星
を　
　
　
　
　

小
根
田
牧
子

稲
刈
り
も
や
う
や
く
終
り
畦あ

ぜ

に
立
つ

　
　
　
　
　

緋ひ

の
彼
岸
花
田
を
ふ
ち
ど
り
て　
　
　
　

山
田
ひ
ろ
子

ふ
る
さ
と
の
土
の
か
ほ
り
の
す
る
野
菜

　
　
　
　
　

朝
い
ち
ば
ん
に
わ
が
娘こ

に
送
る　
　
　
　

森
脇
伊
佐
子

旧
友
に
ふ
る
さ
と
便
を
送
ら
む
と

　
　
　
　
　

米
、
柿
、
野
菜
を
箱
に
つ
め
こ
む　
　
　

中
浴
た
み
代

  天文台だより
　『「木星や土星のオーロラ」の謎に迫る』
	 研究員　山内 千里

天王星、土星、木星でも明るく光るオーロラ。こ
の「惑星オーロラ」には多くの謎があります。
12月７日、惑星オーロラが専門の JAXAの研究
者がみさと天文台にきてくれて、実験ショーを交え
たお話をしてくれます。今回は、JAXA最先端の観
測衛星「ひさき」による最新の成果がわかりやすく
紹介されます。この分野の研究者の数は少なく、めっ
たに聞けないお話です。ぜひご参加ください。

「JAXA惑星分光観測衛星『ひさき』が明らかにす
る惑星オーロラ最前線」
■日時　12月 7日（日）14時～（約１時間半）
■場所　みさと天文台月の館
■備考　申込不要、参加無料
なお、今回の講演は JAXA の全面的なご協力を
いただいて開催しています。



2014.12 14

■
講
習
内
容

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

■
講
習
時
間

　

９
時
か
ら
12
時
ま
で
の
３
時
間

講
習
で
す
。

■
講
習
場
所　
紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無　

料

■
申
し
込
み
期
限

　

12
月
20
日
ま
で

■
申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で

　
（
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

10月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 31（１） 31（１）
一 般 負 傷
交 通 事 故 １（　）

８（　）
１（　）
８（　）

３（　） ３（　）そ の 他
合 計 43（１） 43（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
１
月
18
日（
日
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」
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今年の冬至は、１２月２２日で、１９年に一度の「朔旦

冬至」にあたります。「朔旦冬至」とは、新月と冬至が重

なる日で、大変めでたいとされています。

かぼちゃ（南瓜）を食べて柚子湯に入って、邪気を払い

無病息災を祈りながら運気上昇に繋げたいものです。因み

に、冬至には、「ん」の付くものを食べれば運を呼び寄せ

られ、レンコンやうどんを食べるところもあるようです。

冬至から１０日経てば新しい年を迎えます。新年に向け

て、特別な今年の冬至を、伝承料理で「招福笑来」にしま

しょう。

小豆かぼちゃ
（材料）（４人分）　　
　　かぼちゃ　1/2個、小豆の缶詰　小１缶
　　だし汁　　３５０～４００ｃｃ
　　砂糖　大さじ１、　醤油　小さじ１　
　　味醂　大さじ２、　塩　小さじ1/3
（作り方）

１、かぼちゃは種を取り、所々皮をむき、３から４㎝
に切って、皮を下にして鍋に並べる。

２、（１）にだし汁を入れ、調味料を加え火にかけ、
落とし蓋をして最初は強火、後は中火で煮て、煮
汁が無くなったら火を止める。

３、小豆を鍋にあけて２～３倍の水を加え、火にかけ
て薄めておく。

４、（２）の鍋に（３）の小豆を流し入れ、一煮立ち
させる。

産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第54回）

わかやま冬の交通安全運動
期　間　12 月１日（月）～ 10 日（水）
平成 26 年度交通安全年間スローガン最優秀作
～　運転手　飲ませないのが　おもてなし　～

運動重点
⑴高齢者と子どもの交通事故防止
⑵飲酒運転の根絶
⑶夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事

故防止

編 集 後 記
12月、今年も早いもので残すところあと１か月となりました。
これから寒さも一段ときびしくなり、また、何かとお忙しい時期で
すが、風邪などひかれないように健康管理には充分気をつけ、新
しい年をお迎えください。
また、14日（日）には第９回紀美野ふれあいマラソン大会がふれ
あい公園周辺で行われます。みんなで応援しましょう。
一年間ご愛読ありがとうございました。

紀美野町の人口

（平成26年10月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 　9,883人
 …………　男　 4,592人
 …………　女　 5,291人
 …………数帯世 4,500世帯

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

　 3日（水）・22日（月） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912

住民室 495－3471

7日（日）11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【１９日(金)・２８日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

〃 14:00 〜 天文教室【～１５：3 ０】 みさと天文台 みさと天文台 498－0305

14日（日） 9:00 〜 紀美野ふれあいマラソン大会 ふれあい公園周辺 生涯学習課 489－5915

18日（木）13:00 〜 行政相談【～１５：００】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471

20日（土）10:00 〜 ほんの森イベント 第1保育所ホール 生涯学習課 489－5915

26日（金） 役場仕事納め

12月
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仲
間
が
い
っ
ぱ
い
！　

　
　
　
　

遊
び
が
い
っ
ぱ
い
！

第
９
回
き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り

紀
美
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
ふ
れ
あ
い
号
）（
小
川
線
）

平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）
か
ら
運
行
路
線
・
ダ
イ
ヤ
を

変
更
し
ま
す
。

紀
美
野
町
商
工
会
青
年
部
が
未

婚
の
男
女
に
出
逢
い
の
場
を
提
供

し
よ
う
と
企
画
し
、
今
回
で
７
回

目
。
町
内
在
住
、
又
は
将
来
的
に

紀
美
野
町
に
移
り
住
む
意
思
の
あ

る
20
歳
か
ら
40
歳
程
度
が
対
象
。

寺
本
町
長
と
道
上
同
青
年
部
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
歓
迎
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
参
加
者
は
５

班
に
分
か
れ
て
自
己
紹
介
、
男
女

が
協
力
し
て
の
肉
料
理
や
パ
エ
リ

ア
な
ど
５
品
目
の
料
理
づ
く
り
、

そ
し
て
、
ア
ウ
ト
ド
ア
・
パ
ー
テ

10
月
26
日
（
日
）、
第
９
回

き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り
が
紀
美

野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
木
の
温

も
り
広
場
）
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
町
内
の
保
育
園
児
や
小
学

生
、
保
護
者
ら
約
３
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
「
子
ど
も
た
ち
に
創

り
出
す
喜
び
と
仲
間
と
の
ふ
れ

あ
い
を
！
」を
テ
ー
マ
に「
ド
ー

ナ
ツ
」「
ク
ッ
キ
ー
」「
立
体
パ

ズ
ル
」「
貝
殻
工
作
」「
ひ
こ
う

き
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
子
ど
も
達

が
真
剣
な
表
情
で
作
品
を
作
り

ま
し
た
。
ま
た
遊
び
の
広
場
で

は
、
ミ
ニ
列
車
に
乗
っ
た
り
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
を
楽

し
ん
だ
り
、
生
き
生
き
と
し
た

【
小
川
線
の
変
更
点
】

■
路
線
変
更

○
龍
光
寺
橋
が
架
け
替
え
工
事
に

よ
り
通
行
止
め
に
な
る
た
め
、

龍
光
寺
橋
を
通
ら
ず
に
迂
回
す

る
経
路
に
路
線
変
更
し
ま
す
。

■
バ
ス
停
の
休
止

○
路
線
変
更
に
よ
り
、バ
ス
停「
龍

光
寺
前
」
を
通
過
し
な
く
な
る

た
め
、「
龍
光
寺
前
」
で
は
乗

降
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■
バ
ス
停
の
移
設

○
路
線
変
更
に
よ
り
、
現
在
の
バ

ィ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で

交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
意
中

の
異
性
の
名
前
を
投
票
し
、
集
計

の
結
果
過
去
最
高
の
12
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

宇う
し
ろ城

実
行
委
員
長
は「
今
回
、

男
女
が
協
力
し
て
料
理
を
作
っ
て

い
た
だ
く
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ

ョ
ン
が
多
く
と
れ
る
よ
う
に
工
夫

を
し
ま
し
た
。
12
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
て
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

表
情
で
仲
間
と
過
ご
し
ま
し

た
。

ス
停
「
下
水
処
理
場
前
」
を
通

過
し
な
く
な
る
た
め
、
現
在
建

設
中
の
新
し
い
龍
光
寺
橋
の
南

側
の
町
道
沿
道
に
バ
ス
停
を
移

設
し
ま
す
。
バ
ス
停
名
称
は
引

き
続
き
「
下
水
処
理
場
前
」
と

な
り
ま
す
。

■
バ
ス
停
の
追
加

○
路
線
変
更
に
よ
り
、
バ
ス
停

「
下
佐
々
」、「
野
上
小
学
校
前
」

で
乗
降
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

※
今
回
の
小
川
線
の
変
更
は
、
龍

光
寺
橋
が
架
け
替
え
工
事
の
た

め
通
行
止
め
に
な
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
橋
が

完
成
し
、
通
行
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
概
ね
現
行
の
路
線
、

ダ
イ
ヤ
に
戻
り
、
バ
ス
停
「
龍

光
寺
前
」
に
つ
い
て
も
乗
降
可

能
と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、

バ
ス
停
「
下
水
処
理
場
前
」
は

移
設
後
の
場
所
の
ま
ま
と
な

り
、「
下
佐
々
」、「
野
上
小
学

校
前
」
に
つ
い
て
は
乗
降
で
き

な
く
な
り
ま
す
。）

※
小
川
線
以
外
の
路
線
に
お
け
る

改
正
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
今
月
末
配
布
の
運

行
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　
（
℡ 

４
８
９
‐
２
４
３
０
）

11 月８日、婚活応援プロジェクト「きみのめぐり愛
２０１４」（同実行委員会主催）が町内外から男女 65 人（男
性 31 人、女性 34 人）が参加して、たまゆらの里（長谷宮）
で開かれました。

■ダイヤ改正
＜月、火、木、金曜日＞
「飯 盛 峠」発 12：28 → 12：33 に改正
「厚生病院」発 15：16 → 15：11 に改正

＜水曜日＞
「飯 盛 峠」発 12：28 → 12：33、14：21 → 14：36
　　　　　　16：14 → 16：39 に改正

「厚生病院」発 13：23 → 13：33、15：16 → 15：36
　　　　　　に改正

＜土曜日＞
「飯盛峠」発 12：28 → 12：33 に改正

第 47 回衆議院議員総選挙　投票日　平成 26 年 12 月 14 日（日）

過去最高　12組のカップル誕生 !!

～きみのに恋　ここから始まる～
“きみのめぐり愛2014”で
～きみのに恋　ここから始まる～
“きみのめぐり愛2014”で


